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情
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本
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自
衛
隊
情
報
保
全
隊
司
令

一
種

平成™˜年�月™›日 金曜日 第œ˜˜ 号官 報

第
十
条
の
二
第
一
項
中
「
に
次
長
一
人
を
、
地
方
協
力
局
に
」
を
「
及
び
地
方
協
力
局
に
、
そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め

る
。第

十
条
の
三
第
一
項
中
「
五
人
」
を
「
七
人
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
六
号
を
削
る
。

第
十
三
条
第
九
号
中
「
秘
書
課
」
を
「
防
衛
政
策
局
」
に
改
め
る
。

二

十
三
月
以
上
二
十
四
月
以
下

次
に
掲
げ
る
第
一
回
目
の
給
付
金
又
は
第
二
回
目
の
給
付
金
に
係
る
額
を
そ

れ
ぞ
れ
合
算
し
た
額

イ

調
整
前
の
第
一
回
目
又
は
第
二
回
目
の
給
付
金
相
当
額
か
ら
一
年
調
整
の
第
一
回
目
又
は
第
二
回
目
の
給

付
金
相
当
額
を
そ
れ
ぞ
れ
減
じ
た
額

ロ

一
年
調
整
の
第
一
回
目
又
は
第
二
回
目
の
給
付
金
相
当
額
か
ら
、
当
該
若
年
定
年
退
職
者
に
係
る
算
定
基

礎
期
間
の
年
数
か
ら
二
年
を
減
じ
た
年
数
を
算
定
基
礎
期
間
と
し
て
法
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
計
算
し
た
第
一
回
目
の
給
付
金
又
は
第
二
回
目
の
給
付
金
の
額
に
相
当
す
る
額
（
次
号
に
お
い
て
「
二

年
調
整
の
第
一
回
目
又
は
第
二
回
目
の
給
付
金
相
当
額
」
と
い
う
。）を
そ
れ
ぞ
れ
減
じ
た
額
（
当
該
若
年
定

年
退
職
者
に
係
る
算
定
基
礎
期
間
の
年
数
が
二
年
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
年
調
整
の
第
一
回
目
又
は

第
二
回
目
の
給
付
金
相
当
額
）
に
、
勤
務
延
長
月
数
か
ら
十
二
月
を
減
じ
た
月
数
を
十
二
で
除
し
て
得
た
数

を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額

三

二
十
五
月
以
上
三
十
六
月
以
下

次
に
掲
げ
る
第
一
回
目
の
給
付
金
又
は
第
二
回
目
の
給
付
金
に
係
る
額
を

そ
れ
ぞ
れ
合
算
し
た
額

イ

調
整
前
の
第
一
回
目
又
は
第
二
回
目
の
給
付
金
相
当
額
か
ら
二
年
調
整
の
第
一
回
目
又
は
第
二
回
目
の
給

付
金
相
当
額
を
そ
れ
ぞ
れ
減
じ
た
額

ロ

二
年
調
整
の
第
一
回
目
又
は
第
二
回
目
の
給
付
金
相
当
額
か
ら
、
当
該
若
年
定
年
退
職
者
に
係
る
算
定
基

礎
期
間
の
年
数
か
ら
三
年
を
減
じ
た
年
数
を
算
定
基
礎
期
間
と
し
て
法
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
計
算
し
た
第
一
回
目
の
給
付
金
又
は
第
二
回
目
の
給
付
金
の
額
に
相
当
す
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
減
じ
た
額

（
当
該
若
年
定
年
退
職
者
に
係
る
算
定
基
礎
期
間
の
年
数
が
三
年
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
年
調
整
の

第
一
回
目
又
は
第
二
回
目
の
給
付
金
相
当
額
）
に
、
勤
務
延
長
月
数
か
ら
二
十
四
月
を
減
じ
た
月
数
を
十
二

で
除
し
て
得
た
数
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額

第
二
十
四
条
の
三
第
一
号
中「（
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
に
規
定
す
る
自
衛
官
以
外
の
職
員
の
定
年
を
い

う
。）」
を
削
る
。

別
表
第
三
防
衛
省
の
項
を
削
り
、
同
表
航
空
警
戒
管
制
団
司
令
部
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
十
三
条
の
二
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

防
衛
会
議
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と
（
防
衛
政
策
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

第
十
六
条
中
第
六
号
を
第
八
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

六

国
際
機
関
及
び
外
国
の
行
政
機
関
そ
の
他
の
機
関
と
の
渉
外
に
関
す
る
こ
と
。

七

防
衛
会
議
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と
（
第
六
条
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
も
の
に
限

る
。）。

第
三
章
を
第
二
章
と
し
、
第
四
章
か
ら
第
八
章
ま
で
を
一
章
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附
則
第
三
項
中
「
附
則
第
九
項
」
を
「
附
則
第
十
項
」
に
改
め
、
附
則
中
第
十
三
項
を
第
十
四
項
と
し
、
第
四
項

か
ら
第
十
二
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
大
臣
官
房
審
議
官
の
設
置
期
間
の
特
例
）

４

第
十
条
の
三
第
一
項
の
審
議
官
の
う
ち
一
人
は
、平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
自
衛
隊
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
・
第
三
十
条
の
十
三
」
を
「
e

第
三
十
条
の
十
五
」
に
改
め
る
。

第
二
章
第
四
節
中
第
三
十
条
の
十
三
を
第
三
十
条
の
十
五
と
し
、
第
三
十
条
の
十
二
を
第
三
十
条
の
十
四
と
し
、

同
条
の
前
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
自
衛
隊
情
報
保
全
隊
）

第
三
十
条
の
十
二

陸
上
自
衛
隊
、
海
上
自
衛
隊
及
び
航
空
自
衛
隊
の
共
同
の
部
隊
と
し
て
、
自
衛
隊
情
報
保
全
隊

を
置
く
。

２

自
衛
隊
情
報
保
全
隊
は
、
自
衛
隊
情
報
保
全
隊
本
部
及
び
中
央
情
報
保
全
隊
そ
の
他
防
衛
大
臣
の
定
め
る
部
隊

を
も
つ
て
編
成
す
る
。

（
自
衛
隊
情
報
保
全
隊
司
令
）

第
三
十
条
の
十
三

自
衛
隊
情
報
保
全
隊
の
長
は
、
自
衛
隊
情
報
保
全
隊
司
令
と
す
る
。

２

自
衛
隊
情
報
保
全
隊
司
令
は
、
陸
将
補
、
海
将
補
又
は
空
将
補
を
も
つ
て
充
て
る
。

（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
十
二
項
中
「
防
衛
参
事
官
、」を
削
る
。

第
二
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
勤
務
延
長
者
に
係
る
若
年
定
年
退
職
者
給
付
金
の
調
整
）

第
二
十
三
条

法
第
二
十
七
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
額
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
勤
務
延
長
月
数
（
退
職
の
日
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
当
該
若
年
定
年
退
職
者
に
係
る
定
年
に
達

す
る
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
そ
の
者
の
退
職
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
月
数
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。）の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
若
年
定
年
退
職
者
の
退

職
し
た
日
が
自
衛
官
以
外
の
職
員
の
定
年
（
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
に
規
定
す
る
自
衛
官
以
外
の
職
員
の
定

年
を
い
う
。
第
二
十
四
条
の
三
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
達
す
る
日
の
翌
日
以
後
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
者
に
係
る
算
定
基
礎
期
間
の
年
数
を
基
礎
と
し
て
法
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
第

一
回
目
の
給
付
金
又
は
第
二
回
目
の
給
付
金
の
額
に
相
当
す
る
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
調
整
前
の
第
一
回

目
又
は
第
二
回
目
の
給
付
金
相
当
額
」
と
い
う
。）と
す
る
。

一

十
二
月
以
下

調
整
前
の
第
一
回
目
又
は
第
二
回
目
の
給
付
金
相
当
額
か
ら
、
当
該
若
年
定
年
退
職
者
に
係

る
算
定
基
礎
期
間
の
年
数
か
ら
一
年
を
減
じ
た
年
数
を
算
定
基
礎
期
間
と
し
て
法
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
計
算
し
た
第
一
回
目
の
給
付
金
又
は
第
二
回
目
の
給
付
金
の
額
に
相
当
す
る
額
（
次
号
に
お
い
て

「
一
年
調
整
の
第
一
回
目
又
は
第
二
回
目
の
給
付
金
相
当
額
」
と
い
う
。）を
そ
れ
ぞ
れ
減
じ
た
額
（
当
該
若
年

定
年
退
職
者
に
係
る
算
定
基
礎
期
間
の
年
数
が
一
年
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
調
整
前
の
第
一
回
目
又
は
第

二
回
目
の
給
付
金
相
当
額
）
に
、
勤
務
延
長
月
数
を
十
二
で
除
し
て
得
た
数
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額

（
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
等
の
一
部
改
正
）

第
四
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
第
四
十
五
条
第
三
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
四
項
」
を
加
え
る
。

一

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
三
十

八
号
）
第
一
条
第
六
号

二

防
衛
省
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
三
百
八
十
八
号
）
第
一
条
第

六
号

三

防
衛
省
の
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
二
百
十
八
号
）
第
一
条
第
四
号

附

則

こ
の
政
令
は
、
防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平

成
二
十
一
年
八
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

防
衛
大
臣

浜
田

靖
一

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

š
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